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裏法基礎工

基礎砕石 t=20cm

堤 体 盛土
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吸出防止材

(t=10mm)

裏込礫(RC-40) t=20cm

割栗石(5～15cm) t=30cm

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ張(2ｔ、かみ合わせ型) t=50cm

640

130
00

136
40

均しｺﾝｸﾘｰﾄ t=10cm

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50cm

基礎砕石(RC-40) t=20cm
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堤防は
約１．２ｍ高くする

Ｌ１

Ｌ１ 数十年から数百年に一度 暮らしを守る
防災対策
(施設整備目標)

Ｌ２ 数百年から千年に一度 人命を守る
減災対策
(ハード＋ソフト)

想定津波の考え方と対策

既設の堤防を活用

津波による堤防崩壊のプロセス ( 引き波の集中による堤防崩壊 )

請戸漁港

30km圏

20km圏

粘り強い堤防の構造

平成２７年２月の背後地の様子

堤防高さの嵩上げ

新しい高さ T.P＋７．２ｍ

現在の高さ T.P＋６．０ｍ

Ｌ２

流れ方向を変え
基礎を洗掘から守る

根入れを１ｍ確保し
基礎を洗掘から守る

基礎を深くし
洗掘から守る

天端(てんば)・裏法(うらのり)を厚くし
強くする。［20cm(従前)⇒50cm(復旧)］

引き波にも強く

堤防越波による堤防裏側の洗掘引き波時に低い場所に流れが集中

東日本大震災の津波では、現在の堤防を乗り越

え堤防の裏側を洗掘し、引き波時に洗掘部 (周囲

より低い場所) に流れが集まり、堤防の裏側から崩

壊したものと考えられる

洗 掘

堤防裏側からの侵食

① 津波襲来・越波

津波による堤防崩壊のプロセス
( 越波と引き波による全面崩壊 )

堤防背後
の洗掘

津波
堤防の破壊と流失

津波

堤防の破壊と流失

② 引き波

堤防背後の洗掘

堤防の崩壊と流出



復 旧 復 興 の 情 報 掲 載 中
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沖防波堤 ( Ａ-５ )

北防波堤（ Ａ-１）

－３ｍ岸壁（ Ｆ-２ ）

船揚場 （ G-1 ）

東防波堤 ( Ａ-２ ) 南防波堤 ( Ａ-７ )

－３ｍ岸壁 （ Ｆ-３ ）

－４ｍ岸壁 ( Ｆ-４ )

波除堤 （ Ａ-８ ）

北導流堤（ Ｃ-１）

【 被災直後 】 平成 23 年 3 月撮影

請 戸 漁 港 の 復 旧 計 画

①

②

⑤

③

導流堤の損壊

物揚場の被災

流 失

④

防波堤の倒壊

東防波堤の被災 ②

内南防波堤 ( Ａ-４ )

①

海岸堤防
( 相馬港湾建設事務所 )

海岸堤防
( 相双建設事務所 )

防波堤の流出

④

⑤

③

施工状況

岸壁の復旧 港内の浚渫 東防波堤の復旧計画

早期復旧・復興を
目指します！

【 被災前 】 平成 23 年 2 月撮影

消波工の復旧

No.7

DL・LWL =±0.00

M L W L = +0.45

M  W  L = +0.88

H  W  L = +1.50

DL・LWL =±0.00

H  W  L = +1.50

+4.50

+6.30

1:1.5

消波ブロック

上部コンクリート

方塊ブロック

被覆石 1000㎏内外

根固方塊

(2.5B×1.5H×5.0L)

被覆石 500㎏内外

根固方塊
(2.0B×1.0H×2.0L)
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Ｂ Ａ

ＢＡ

Ｄ Ｃ

Ｅ 底版ブロック

M L W L = +0.45

M  W  L = +0.88

基礎捨石(既設)

GH=-0.90

(沈下量=7.20m)

(テトラポッド8t型)

航路水深 -3.5m

+3.00

+1.30

-0.40

-2.00 -2.00

基礎捨石30～200㎏内外(新規投入)
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